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図２：シンポジウムの舞台裏。会議やメールでの打ち合わせを重ねました。

図３：シンポジウム後の調査船ハス乗船体験。
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程木義邦
生態学研究センター
特定准教授

ほどき　よしくに
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村中 智明
むらなか　ともあき

「好き」がどんどん出てくるのです。いま私は植物の体内時計が環境情報をどう処理するかを研究テーマとしていますが、そ
こに至る過程とその底で流れていた「好き」を書いてみたいと思います。

きなことを研究したくて、この道に入りました。でも自分の「好き」を知るのは案外難しく、研究を進めると自分が知らない好
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吉田 弥生
　よしだ 　  やよい
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花田  智
　 はなだ　   さとし

開催日時

開催場所

主 催

参 加 者

協 力
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谷内 茂雄
　 や ち   　しげお

開催日時

開催場所

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ

参 加 者

企 画 者

講 演 者
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三木 健
　 みき  　たけし

図１．マイクロプレートリーダーでのエコプレート分析の様子

図２．細菌の直接観察のための蛍光染色の様子

開催日時

開催場所

スタッフ

参 加 者
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東樹 宏和
  とうじゅ　  ひろかず

開催日時

開催場所

講 演 者

参 加 者
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開催日 タ イ ト ル 講 演 者 所 属

第285回 4 月 21 日

誰も知らない生物間相互作用を求めて 東樹　宏和 生態学研究センター

複雑環境の中の食物網 宇野　裕美 生態学研究センター

第286回 5 月 27 日

Community dynamics of bacteria and bacterivorous flagellates 
modulates carbon flow to higher trophic levels in freshwater 
ecosystems

Karel Simek Hydrobiological Institute

Biogeography and phylogeny of  Synechococcus : Lake Biwa and

Mexican lakes, home of sister groups

Luisa I. Falcon 

Alvarez

Universidad Nacional Autonoma de 

Mexico

第287回 6 月 16 日

身勝手な遺伝子が築く社会と群集 小林　和也 フィールド科学教育研究センター

土器に残された脂質からせまる縄文海進期の日本海沿岸の食 庄田　慎矢 奈良文化財研究所/ヨーク大学

第288回 7 月 21 日

住み込み共生する二枚貝の進化と適応 後藤　龍太郎
フィールド科学教育研究センター

瀬戸臨海実験所

好白蟻性ハネカクシの多様性と進化 金尾　太輔 京都大学大学院人間・環境学研究科

第289回 9 月 15 日

What can plant biologists learn about communication from

animals?
Richard Karban Department of Entomology and 

Nematology, UC Davis

A novel enzyme secreted from spinnerets of feeding silkworms 
hampers green leaf volatile production in mulberry leaves 

高林　純示 生態学研究センター

第290回 10 月 20 日

植物細胞外脂質の進化と多様性 佐々木（関本）結子 東京工業大学生命理工学院

種苗会社での野菜育種の現状と新技術の応用例 田中　和幸 タキイ種苗（株）

第291回 11 月 17 日

共存か消滅か？－2種の寄生蜂の推移行列から適応進化を見る！ 嶋田　正和 東京大学大学院総合文化研究科

昆虫を用いた社会性進化の実験的検証 土畑　重人 京都大学大学院農学研究科

第292回 12 月 15 日

湿潤熱帯林の日陰という極限の環境 北島　薫 京都大学大学院農学研究科

寒冷地に特有な撹乱と気候変動が北方植生へ及ぼす影響 小林　真
北海道大学北方生物圏フィールド

科学センター

第293回 1 月 19 日

Ecological Epidemiology：ECOEPI(えこえぴ)研究の展開 岩見　真吾
九州大学大学院理学研究院

＆JSTさきがけ

感染症の過去・現在・未来をみる空間疫学 中谷　友樹
立命館大学文学部地理学教室＆

立命館大学歴史都市防災研究所

スペシャル 2 月 2 日 見えないきのこの多様性を探る—子実体×菌糸体×環境DNA 白水　貴 三重大学大学院生物資源学研究科

第294回 2 月 16 日 海産ベントスの種内変異と幼生分散に関する謎 入江　貴博 東京大学大気海洋研究所
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平成 29 年度 中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告
日 付 開 催 場 所 タ イ ト ル （ 講 演 者 ）

6月30日
嵯峨野高校

嵯峨野高校 未知なる自然の川の探求（特定准教授・宇野裕美）

7月28日　
嵯峨野高校講義

生態学研究センター 誰も知らない生態系の奥深くへ - 生物どうしのつながりを知る -（准教授・東樹宏和）
水でつながる人と生きものの世界 - 流域地図で考えよう -（准教授・谷内茂雄）

8月21日
彦根東高校スーパーサイエンスハイスクール講義 生態学研究センター 乾きに耐える木、枯れる木：世界自然遺産小笠原からの報告（教授・石田厚）

個体数シミュレーションを体験しよう（教授・山内淳）

8月21日
彦根東高校

生態学研究センター シンバイオトロンの見学（研究員・小澤理香）

9月28日
岐阜県農業大学校 生態学研究センター 植物のかおりが生み出す植物と昆虫のの不思議な関係（教授・高林純示）

10月3日
出雲高校講義 生態学研究センター 川の生物間相互作用（特定准教授・宇野裕美）

水でつながる人と生きものの世界 - 流域地図で考えよう -（准教授・谷内茂雄）

11月9日
瀬田北中学校講義 生態学研究センター 寄生蜂の不思議（教授・高林純示）

11月17日
膳所高校スーパーサイエンスハイスクール講義 生態学研究センター 植物のかおりの意味を生態学する（教授・高林純示）
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平成 29 年度協力研究員追加リスト
氏名 研究課題

池本 美都 農業における花粉媒介昆虫等の積極的利活用技術の開発




